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研究要旨 

本研究では、広大な医療圏を対象に高度先進医療を行う特定機能病院が、将来にわたって持続

可能な連携と人口動向に応じた機能分化を実現するため、遠隔医療システムが「地域包括ケアシ

ステム」と一体的に運用されるための課題を検討した。「地域包括ケアシステム」を推進するに

は、地域毎の医療・介護需要の推計と医療・介護のサービス供給量の分析に基づいた体制の構築

が重要であることが示された。遠隔医療システムと「地域包括ケアシステム」を連携させる上で

は、コンサルテーションや紹介状といった、本来共有や連携を前提にしている各種文書情報の共

有が最も効果的と考えられた。 

 

１．研究目的   

本研究の目的は、広大な医療圏を対象に高

度先進医療を行う特定機能病院が、将来にわ

たって持続可能な広域医療圏における連携と

人口動向に応じた機能分化を実現するため、

遠隔医療システムと「地域包括ケアシステム」

を連携させる上での課題を検討することであ

る。 

 

２． 研究方法   

本研究では介護・在宅医療分野における情報

ネットワークの標準化の動きに合わせて、「地

域包括ケアシステム」との連携に必要な情報

と複数の広域医療情報連携ネットワークシス

テムの連携に伴う課題を検討した。 

全国のネットワーク構築事例のなかから、と

くに栃木県小山市市民会議、青森県西北五地

域保健医療圏、長野県飯田市南信定住自立圏

等における取組を共有した。 

さらに岩手県の二次医療圏における代表的

な介護・在宅医療ネットワークである「みや

こサーモンケアネット」、「OKはまゆりネット」、

「ゆい」、「未来かなえ協議会」や岩手県立大

学が行う「おげんき発信」等の実践を共有し、

多職種間での連携に必要な情報の標準化を検

討した。 

倫理面への配慮 

本研究では患者の個人情報を含む TV 会議

や画像データを扱うことから、患者情報の漏

えいとプライバシー侵害に対して最大限の注

意を払った。 

３． 研究結果   

 全国のネットワーク構築事例の検討からは、

とくにその地域における医療の現状分析の必

要性が指摘され、自治医科大学が行う地域医

療データバンク事業が紹介された。この事業

では、①患者受療数や患者移動距離、患者治

療分析等による患者需要の現状と将来推計、



②施設別、診療科別、市町村丁字別の医師 1

人当たりの医療サービス供給量および③医療

機関の経営状況等の情報を集約することがも

っとも重要とされる。そして地域医療資源の

有効活用を分析し、そのデータに基づいて医

師配置計画を含む医療圏域・提供体制が再構

築されることが重要である。 

岩手県について医療と介護の需要と医療資

源をみると、医療需要は 2010 年から 2040 年

までに10％減少すると予想されることが示さ

れた。二次医療圏毎の医療需要をみると、盛

岡医療圏こそ 8％増加するが、他のすべての

医療圏で減少が予想される。盛岡では老年人

口、特に後期高齢者の医療需要と総介護需要

が伸びるが、大半の医療圏では介護需要も減

少する。一方、岩手県の医療資源をみると、

盛岡に人口の 36％が集中しているのに対し、

病院勤務医の 57％、看護師の 60％、全身麻酔

の 62％と、人口以上に医療資源が盛岡に集中

している。盛岡以外の医療圏の病院勤務医数

の偏差値は 45 を切り、看護師数も多くの医療

圏で 50 を切っている状態であることが示さ

れた。 

 二次医療圏における介護・在宅医療ネット

ワークの事例紹介では、とくに相互運用性や

持続可能性、最低限の情報項目が標準的な形

式で共有されるための標準モデルの確立・普

及の重要性が指摘された。また、医療の安全

性の向上と健康維持・増進のためには、医療・

健康記録の個人による利活用の重要であると

された。これらの観点からは、コンサルテー

ションや紹介状といった、本来共有や連携を

前提にした各種文書情報の共有が最も効果的

であるとされた。 

 

４． 考察 

人口動向の変化は医療と介護の需要を大き

く変えることから、二次医療圏毎に医療需

要・介護需要の推計と医療・介護のサービス

供給量の分析に基づいた体制の構築が重要で

ある。地域毎に医療需要と医療資源が大きく

異なる状況では、広域医療圏における各医療

機関の役割分担と連携が一層求められ、遠隔

医療の果たす役割は大きいと考えられる。多

施設間、多診療科間、多職種間にわたる医療

と介護の切れ目のない連携には、コンサルテ

ーションや紹介状といった、本来共有や連携

を前提にしている各種文書情報の共有が最も

効果的と考えられた。 

 

５．結論 

 「地域包括ケアシステム」を推進するには、

地域毎の医療・介護需要の推計と医療・介護

のサービス供給量の分析に基づいた体制の構

築が重要である。遠隔医療システムと「地域

包括ケアシステム」を連携させる上では、コ

ンサルテーションや紹介状といった、本来共

有や連携を前提にしている各種文書情報の共

有が最も効果的と考えられた。 
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